
10

20

JP 2023-169738 A 2023.11.30

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2023-169738
(P2023-169738A)

(43)公開日　令和5年11月30日(2023.11.30)

(54)【発明の名称】　ロータハウジング

(51)国際特許分類
　   Ｈ０２Ｋ 1/06 (2006.01)
　   Ｈ０２Ｋ 1/2789(2022.01)

ＦＩ
　Ｈ０２Ｋ 1/06 　　　Ｚ 　　　
　Ｈ０２Ｋ 1/2789 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2022-81042(P2022-81042)
(22)出願日　 令和4年5月17日(2022.5.17)

(71)出願人　 000004260
株式会社デンソー
愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地

(71)出願人　 000110251
トピー工業株式会社
東京都品川区大崎一丁目２番２号

(74)代理人　 100121821
弁理士　山田  強

(74)代理人　 100139480
弁理士　日野  京子

(74)代理人　 100125575
弁理士　松田  洋

(74)代理人　 100175134
弁理士　北  裕介

(74)代理人　 100207859
最終頁に続く

テーマコード（参考）
　５Ｈ６０１
　５Ｈ６２２

(57)【要約】
【課題】様々な要求に応じて好適に対応することができ 
るロータハウジングを提供する。
【解決手段】回転電機のロータは、ロータハウジング１ 
１と磁石とを有している。ロータハウジング１１は、円 
筒状をなし、ロータの磁石を保持する円筒部１３と、円 
筒部１３の軸方向端部に接合され、回転軸であるシャフ 
トが固定される端板部１４と、を備えている。円筒部１ 
３と端板部１４とはそれぞれ別体で形成され、互いに接 
合されることで一体化されている。
【選択図】      図３

審査請求　未請求　請求項の数　11　　ＯＬ　（全16頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 電 機 の ロ ー タ （ １ ０ ） に 用 い ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ） で あ っ て 、
　 円 筒 状 を な し 、 前 記 ロ ー タ の 磁 石 （ １ ２ ） を 保 持 す る 円 筒 部 （ １ ３ ） と 、
　 前 記 円 筒 部 の 軸 方 向 端 部 に 接 合 さ れ 、 回 転 軸 で あ る シ ャ フ ト （ ２ １ ） が 固 定 さ れ る 端 板  
部 （ １ ４ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と で 一 体 化  
さ れ て い る 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 と 前 記 端 板 部 側 の 接 合 部 分 と が  
径 方 向 に 互 い に 嵌 め 合 わ さ れ た 状 態 で 一 体 化 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ  
ン グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 円 筒 部 の 径 方 向 内 側 に 前 記 磁 石 が 取 り 付 け ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 、 前 記 端 板 部 側 の  
接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ  
ジ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 円 筒 部 の 径 方 向 内 側 に 前 記 磁 石 が 取 り 付 け ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 前 記 端 板 部 側 の  
接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ  
ジ ン グ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 端 板 部 は 、 軸 方 向 に 延 び る 円 環 状 の 環 状 部 （ ３ ２ ） を 有 し 、
　 前 記 円 筒 部 は 、 そ の 軸 方 向 端 部 に 、 径 方 向 内 側 に 張 り 出 す 張 出 部 （ １ ６ ） を 有 し 、 そ の  
張 出 部 の 径 方 向 端 部 に 、 軸 方 向 に 延 び る 円 環 状 の 嵌 合 部 （ １ ６ ａ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 で あ る 前 記 嵌 合 部 を 径 方 向 内 側  
、 前 記 端 板 部 側 の 接 合 部 分 で あ る 前 記 環 状 部 を 径 方 向 外 側 と し て 嵌 め 合 わ さ れ て い る 、 請  
求 項 ４ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 が 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 前 記 端 板 部 側 の  
接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し て 互 い に 重 な っ た 状 態 に お い て 、 前 記 端 板 部 が 、 径 方 向 に 前 記  
円 筒 部 と 前 記 磁 石 と に 重 な る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 円 筒 部 は 磁 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、
　 前 記 端 板 部 は 、 非 磁 性 で あ り か つ 前 記 円 筒 部 よ り も 軽 量 な 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 円 筒 部 に お い て 前 記 端 板 部 と は 軸 方 向 逆 側 の 端 部 に 、 前 記 磁 石 の 配 置 領 域 よ り も 軸  
方 向 外 側 に 延 び る 筒 状 延 出 部 （ １ ５ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 筒 状 延 出 部 と が そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と で 一  
体 化 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 端 板 部 は 、 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 延 び る 円 板 部 （ ３ １ ） と 、 前 記 円 板 部 の 径 方 向  
中 心 側 に 設 け ら れ 、 前 記 シ ャ フ ト を 固 定 す る シ ャ フ ト 固 定 部 （ ４ １ ） と 、 を 有 し 、
　 前 記 円 板 部 と 前 記 シ ャ フ ト 固 定 部 と が そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と  
で 一 体 化 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は 厚 さ 寸 法 が 互 い に 異 な っ て お り 、 前 記 円 筒 部 の 厚 さ 寸 法 が  
、 前 記 端 板 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ  
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ジ ン グ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は 厚 さ 寸 法 が 互 い に 異 な っ て お り 、 前 記 端 板 部 の 厚 さ 寸 法 が  
、 前 記 円 筒 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ  
ジ ン グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 明 細 書 に お け る 開 示 は 、 回 転 電 機 に 用 い ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 回 転 電 機 の ロ ー タ に 関 す る 先 行 技 術 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ が 知 ら れ て い る 。 こ の 特  
許 文 献 １ に は 、 ロ ー タ と し て 、 円 環 状 の 第 １ コ ア 部 と 、 第 １ コ ア 部 の 内 周 に 設 け ら れ る 磁  
石 と 、 第 １ コ ア 部 の 内 周 に 固 定 さ れ 、 磁 石 の 周 方 向 端 部 を 第 １ コ ア 部 と は 反 対 側 か ら 覆 う  
第 ２ コ ア 部 と を 備 え る 構 成 が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ コ ア 部 の 軸 方 向 端 部 に 、 第 １ コ  
ア 部 を 回 転 軸 に 連 結 す る 連 結 部 を 固 定 し た 構 成 が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ５ ９ ３ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 回 転 電 機 に は 、 例 え ば 性 能 に 関 し て 様 々 な 要 求 が 生 じ る 。 ま た 、 回 転 電 機 の  
様 々 な 要 求 に 対 応 し て 個 別 に ロ ー タ を 製 造 す る に は 、 手 間 や コ ス ト が 嵩 む こ と が 懸 念 さ れ  
る 。 特 に ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ は 、 回 転 に 伴 い 遠 心 力 や 振 動 が 生 じ る 部 材 で あ り 、 性 能 要 求 が  
変 わ る こ と に よ り 遠 心 力 や 振 動 が 変 わ っ て も 、 適 正 に 対 応 で き る 技 術 が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 様 々 な 要 求 に 応 じ て 好 適 に 対 応 す る  
こ と が で き る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 明 細 書 に お け る 開 示 さ れ た 複 数 の 態 様 は 、 そ れ ぞ れ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 互 い  
に 異 な る 技 術 的 手 段 を 採 用 す る 。 こ の 明 細 書 に 開 示 さ れ る 目 的 、 特 徴 、 お よ び 効 果 は 、 後  
続 の 詳 細 な 説 明 、 お よ び 添 付 の 図 面 を 参 照 す る こ と に よ っ て よ り 明 確 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 手 段 １ は 、
　 回 転 電 機 の ロ ー タ に 用 い ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、
　 円 筒 状 を な し 、 前 記 ロ ー タ の 磁 石 を 保 持 す る 円 筒 部 と 、
　 前 記 円 筒 部 の 軸 方 向 端 部 に 接 合 さ れ 、 回 転 軸 で あ る シ ャ フ ト が 固 定 さ れ る 端 板 部 と 、 を  
備 え 、
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と で 一 体 化  
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ロ ー タ に お い て 、 磁 石 を 保 持 す る 円 筒 部 と 、 回 転 軸 で あ る シ ャ フ ト が 固 定 さ れ る 端 板 部  
と は 一 体 物 と し て 設 け ら れ る が 、 回 転 電 機 の 性 能 要 求 や 用 途 等 が 相 違 す る と 、 円 筒 部 及 び  
端 板 部 に 求 め ら れ る 性 能 が 異 な る も の と な る 。 こ の 点 、 円 筒 部 と 端 板 部 と を そ れ ぞ れ 別 体  
で 形 成 し 、 互 い に 接 合 す る こ と で 一 体 化 す る も の と し た た め 、 回 転 電 機 の 性 能 要 求 や 用 途  
等 に 応 じ た バ リ エ ー シ ョ ン 対 応 が 容 易 と な る 。 そ の 結 果 、 様 々 な 要 求 に 応 じ て 好 適 に 対 応  
す る こ と が 可 能 な ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ を 実 現 で き る 。



10

20

30

40

50

JP 2023-169738 A 2023.11.30(4)

【 ０ ０ ０ ９ 】
　 手 段 ２ で は 、 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 と 前 記 端 板 部 側 の  
接 合 部 分 と が 径 方 向 に 互 い に 嵌 め 合 わ さ れ た 状 態 で 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 円 筒 部 及 び 端 板 部 を 、 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 と 端 板 部 側 の 接 合 部 分 と が 径 方 向 に 互 い に 嵌  
め 合 わ さ れ た 状 態 で 一 体 化 す る 構 成 と し た 。 こ の 場 合 、 円 筒 部 及 び 端 板 部 に つ い て 互 い の  
同 軸 の 精 度 が 高 め ら れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 手 段 ３ で は 、 前 記 円 筒 部 の 径 方 向 内 側 に 前 記 磁 石 が 取 り 付 け ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ で  
あ っ て 、 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 、 前 記 端 板  
部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 円 筒 部 及 び 端 板 部 を 、 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 、 端 板 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向  
内 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 す る よ う に し た 。 こ の 場 合 、 ロ ー タ に お い て 、 円 筒 部 の 径 方  
向 内 側 に 接 合 さ れ た 端 板 部 の 軸 方 向 端 面 が 、 磁 石 の 軸 方 向 端 面 に 対 向 す る 。 こ れ に よ り 、  
端 板 部 に よ る 磁 石 の 軸 方 向 の 位 置 決 め が 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 手 段 ４ で は 、 前 記 円 筒 部 の 径 方 向 内 側 に 前 記 磁 石 が 取 り 付 け ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ で  
あ っ て 、 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 前 記 端 板  
部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 円 筒 部 及 び 端 板 部 を 、 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 端 板 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向  
外 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 し た た め 、 ロ ー タ の 回 転 時 に お い て 磁 石 を 保 持 す る 円 筒 部 に  
遠 心 力 が か か る 場 合 に 、 そ の 遠 心 力 を 、 円 筒 部 の 径 方 向 外 側 の 端 板 部 に よ り 好 適 に 支 え る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 手 段 ５ で は 、 前 記 端 板 部 は 、 軸 方 向 に 延 び る 円 環 状 の 環 状 部 を 有 し 、 前 記 円 筒 部 は 、 そ  
の 軸 方 向 端 部 に 、 径 方 向 内 側 に 張 り 出 す 張 出 部 を 有 し 、 そ の 張 出 部 の 径 方 向 端 部 に 、 軸 方  
向 に 延 び る 円 環 状 の 嵌 合 部 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部  
側 の 接 合 部 分 で あ る 前 記 嵌 合 部 を 径 方 向 内 側 、 前 記 端 板 部 側 の 接 合 部 分 で あ る 前 記 環 状 部  
を 径 方 向 外 側 と し て 嵌 め 合 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 で は 、 円 筒 部 及 び 端 板 部 が 、 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 で あ る 嵌 合 部 を 径 方 向 内 側 、  
端 板 部 側 の 接 合 部 分 で あ る 環 状 部 を 径 方 向 外 側 と し て 嵌 め 合 わ さ れ て お り 、 円 筒 部 及 び 端  
板 部 の 同 軸 の 精 度 が 一 層 高 め ら れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 手 段 ６ で は 、 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 が 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 前  
記 端 板 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し て 互 い に 重 な っ た 状 態 に お い て 、 前 記 端 板 部 が 、  
径 方 向 に 前 記 円 筒 部 と 前 記 磁 石 と に 重 な る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 板 部 の 接 合 部 分 が 、 径 方 向 に お い て 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 に 重 な り  
、 さ ら に 円 筒 部 の 内 周 側 で 磁 石 に も 重 な る た め 、 ロ ー タ 回 転 時 に お い て 磁 石 の 遠 心 力 が 端  
板 部 に よ り 好 適 に 支 え ら れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 手 段 ７ で は 、 前 記 円 筒 部 は 磁 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 前 記 端 板 部 は 、 非 磁 性 で あ り か つ  
前 記 円 筒 部 よ り も 軽 量 な 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 磁 気 回 路 と し て 必 要 な 円 筒 部 を 磁 性 体 と し 、 端 板 部 を 軽 量 な 非 磁 性  
体 （ 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム ） と す る こ と で 、 適 正 な る ロ ー タ 機 能 を 確 保 し つ つ 軽 量 化 を 図 る  
こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 手 段 ８ で は 、 前 記 円 筒 部 に お い て 前 記 端 板 部 と は 軸 方 向 逆 側 の 端 部 に 、 前 記 磁 石 の 配 置  
領 域 よ り も 軸 方 向 外 側 に 延 び る 筒 状 延 出 部 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 円 筒 部 と 前 記 筒 状 延 出  
部 と が そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と で 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 構 成 で は 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ に お い て 、 円 筒 部 と は 別 体 で 筒 状 延 出 部 が 設 け ら れ 、  
円 筒 部 の 軸 方 向 端 部 に 筒 状 延 出 部 が 接 合 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ に お い  
て 、 端 板 部 と は 軸 方 向 逆 側 の 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 部 品 の 形 態 が 適 宜 変 更 さ れ て も 、 そ の  
変 更 に 好 適 に 対 応 で き る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 手 段 ９ で は 、 前 記 端 板 部 は 、 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 延 び る 円 板 部 と 、 前 記 円 板 部 の 径  
方 向 中 心 側 に 設 け ら れ 、 前 記 シ ャ フ ト を 固 定 す る シ ャ フ ト 固 定 部 と 、 を 有 し 、 前 記 円 板 部  
と 前 記 シ ャ フ ト 固 定 部 と が そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と で 一 体 化 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 構 成 で は 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ の 端 板 部 が 、 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 延 び る 円 板 部 と  
、 円 板 部 の 径 方 向 中 心 側 に 設 け ら れ た シ ャ フ ト 固 定 部 と を 有 し て お り 、 こ れ ら 円 板 部 と シ  
ャ フ ト 固 定 部 と が 互 い に 接 合 さ れ る も の と な っ て い る 。 こ の 場 合 、 端 板 部 に 固 定 さ れ る シ  
ャ フ ト の 形 態 が 適 宜 変 更 さ れ て も 、 そ の 変 更 に 好 適 に 対 応 で き る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 手 段 １ ０ で は 、 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は 厚 さ 寸 法 が 互 い に 異 な っ て お り 、 前 記 円 筒  
部 の 厚 さ 寸 法 が 、 前 記 端 板 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ に お い て 円 筒 部 と 端 板 部 と が 個 別 に 作 製 さ れ る 構 成 で は 、 こ れ ら 円 筒  
部 及 び 端 板 部 の そ れ ぞ れ の 厚 さ 寸 法 を 容 易 に 相 違 さ せ る こ と が で き る 。 円 筒 部 の 厚 さ 寸 法  
を 端 板 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く し た た め 、 回 転 電 機 に お い て 例 え ば ロ ー タ の 遠 心 力 に 対  
す る 強 度 要 求 が 高 い 場 合 に 好 適 に 対 応 で き る 。 ま た 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ に お い て 必 要 箇 所  
だ け で 厚 さ 寸 法 を 大 き く し て い る た め 、 ロ ー タ と し て の 大 型 化 や 重 量 増 加 を 抑 制 で き る も  
の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 手 段 １ １ で は 、 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は 厚 さ 寸 法 が 互 い に 異 な っ て お り 、 前 記 端 板  
部 の 厚 さ 寸 法 が 、 前 記 円 筒 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 端 板 部 の 厚 さ 寸 法 を 円 筒 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く し た た め 、 回 転 電 機 に お い て 例 え ば  
シ ャ フ ト （ 回 転 軸 ） 周 り に 生 じ る 振 動 が 大 き い 場 合 に 好 適 に 対 応 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 ロ ー タ の 概 要 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 ロ ー タ の 縦 断 面 図 。
【 図 ３ 】 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ の 分 解 断 面 図 。
【 図 ４ 】 円 筒 部 と 端 板 部 と の 接 合 部 の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 円 筒 部 と 端 板 部 と の 接 合 部 の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 円 筒 部 と 拡 径 部 と の 接 合 部 の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 ロ ー タ の 縦 断 面 図 。
【 図 ８ 】 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ の 縦 断 面 図 。
【 図 ９ 】 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ の 縦 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 回 転 電 機 は 、 例 え ば 車 載 の 電 動 装 置 と し て  
用 い ら れ る も の と な っ て い る 。 た だ し 、 回 転 電 機 は 、 産 業 用 、 船 舶 用 、 航 空 機 用 、 家 電 用  
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、 Ｏ Ａ 機 器 用 、 遊 技 機 用 な ど と し て 広 く 用 い ら れ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 本 実 施 形 態  
に 係 る 回 転 電 機 は 、 ア ウ タ ロ ー タ 式 の 表 面 磁 石 型 モ ー タ で あ り 、 周 知 の と お り ロ ー タ （ 回  
転 子 ） と ス テ ー タ （ 固 定 子 ） と を 有 し て い る 。 ロ ー タ 及 び ス テ ー タ は 、 相 互 に 径 方 向 に 対  
向 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 ス テ ー タ に 対 し て 、 ロ ー タ が 回 転 軸 を 中 心 に し て 回 転 可 能  
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 ロ ー タ １ ０ の 概 要 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 ロ ー タ １ ０ の  
縦 断 面 図 で あ る 。 図 １ ， 図 ２ に お い て 、 ロ ー タ １ ０ の 回 転 軸 線 の 延 び る 方 向 （ 図 の 上 下 方  
向 ） が 軸 方 向 で あ り 、 回 転 軸 線 の 中 心 か ら 放 射 状 に 延 び る 方 向 が 径 方 向 で あ り 、 回 転 軸 線  
を 中 心 と し て 円 周 状 に 延 び る 方 向 が 周 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ロ ー タ １ ０ は 、 略 円 筒 カ ッ プ 状 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ と 、 そ の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １  
に 固 定 さ れ た 環 状 の 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ と を 有 し て い る 。 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ は 、 円 筒 状  
を な す 円 筒 部 １ ３ と 、 そ の 円 筒 部 １ ３ の 軸 方 向 一 端 側 に 設 け ら れ た 端 板 部 １ ４ と 、 円 筒 部  
１ ３ の 軸 方 向 他 端 側 に 設 け ら れ 、 円 筒 部 １ ３ よ り も 拡 径 さ れ た 拡 径 部 １ ５ と 、 を 有 し て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 円 筒 部 １ ３ の 径 方 向 内 側 に は 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ が 固 定 さ れ て い る 。 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １  
１ の 軸 方 向 他 端 側 は 開 放 さ れ て い る 。 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ は 、 ロ ー タ １ ０ の 周 方 向 に 沿 っ て  
極 性 が 交 互 に 変 わ る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 磁 石 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 磁  
石 ユ ニ ッ ト １ ２ は 、 周 方 向 に 複 数 の 磁 極 を 有 す る 。 磁 石 は 磁 極 ご と に 分 割 さ れ て 設 け ら れ  
、 周 方 向 の 側 面 が 互 い に 対 向 す る よ う に 並 べ て 配 置 さ れ て い る と よ い 。 円 筒 部 １ ３ が 磁 石  
保 持 部 材 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 端 板 部 １ ４ に は 、 ロ ー タ １ ０ の 回 転 中 心 と な る シ ャ フ ト ２ １ が 固 定 さ れ る 。 具 体 的 に は  
、 端 板 部 １ ４ は 径 方 向 中 心 部 に 孔 部 ２ ２ を 有 し 、 そ の 孔 部 ２ ２ の 周 り に は 、 シ ャ フ ト 固 定  
用 の ボ ル ト 等 の 締 結 具 ２ ３ を 締 結 さ せ る た め の 複 数 の 被 締 結 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 被  
締 結 部 ２ ４ は 、 端 板 部 １ ４ の 板 厚 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 と 、 端 板 部 １ ４ の 板 面 に 固 定 さ れ  
た ナ ッ ト （ ウ ェ ル ド ナ ッ ト ） と に よ り 構 成 さ れ て い る と よ い 。 シ ャ フ ト ２ １ は 、 孔 部 ２ ２  
に 挿 通 さ れ た 状 態 で 、 端 板 部 １ ４ に 対 し て 締 結 具 ２ ３ に よ り 固 定 さ れ る 。 な お 、 端 板 部 １  
４ に 対 し て 、 玉 軸 受 等 の 静 止 部 及 び 回 転 部 の う ち 回 転 部 を 固 定 す る と と も に 、 そ の 回 転 部  
に シ ャ フ ト ２ １ を 固 定 す る 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ は 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ の 配 置  
領 域 よ り も 軸 方 向 外 側 に 設 け ら れ る 部 位 で あ る 。 拡 径 部 １ ５ が 「 筒 状 延 出 部 」 に 相 当 す る  
。 拡 径 部 １ ５ に は 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ の 開 放 端 側 を 閉 じ る た め の 閉 鎖 板 ２ ５ が ボ ル ト  
等 に よ り 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １  
５ が 、 そ れ ぞ れ 個 別 に 作 製 さ れ 、 溶 接 や ロ ウ 付 け 等 の 接 合 手 段 に よ り 互 い に 接 合 さ れ る よ  
う に な っ て お り 、 以 下 に そ の 詳 細 を 説 明 す る 。 図 ３ は 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ の 分 解 断 面  
図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 円 筒 部 １ ３ は 、 磁 性 材 料 よ り な り 、 例 え ば 電 磁 鋼 板 を 円 筒 状 に 湾 曲 加 工 し 、 そ の 板 材 の  
周 方 向 端 部 ど う し を 溶 接 等 に よ り 接 合 す る こ と で 成 形 さ れ て い る 。 た だ し 、 こ の 構 成 以 外  
に 、 円 筒 部 １ ３ と し て 、 円 環 状 に 打 ち 抜 き 形 成 さ れ た 複 数 の 電 磁 鋼 板 が 軸 方 向 に 積 層 さ れ  
た 構 成 や 、 線 状 に 延 び る 積 層 鋼 板 が 螺 旋 状 に 巻 回 さ れ る こ と で 軸 方 向 に 積 層 さ れ た 構 成 を  
用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 円 筒 部 １ ３ が 磁 性 体 で あ る 場 合 、 円 筒 部 １ ３ は ロ ー タ コ ア と し  
て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 ま た 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ は 、 非 磁 性 で あ り か つ 円 筒 部 １ ３ よ り も 軽 量 な 材 料 よ  
り な り 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム の プ レ ス 加 工 や 鍛 造 、 鋳 造 に よ り 成 形 さ れ て い る 。 ア ル ミ ニ  
ウ ム 等 の 軽 量 金 属 の 使 用 に よ り ロ ー タ １ ０ の 軽 量 化 が 可 能 に な っ て い る 。 た だ し 、 端 板 部  
１ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ の 少 な く と も い ず れ か を 、 円 筒 部 １ ３ と 同 様 に 磁 性 材 料 に よ り 成 形 す  
る こ と も 可 能 で あ る 。 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ に は そ れ ぞ れ 、 防 錆 や 耐 腐  
食 の た め の 表 面 処 理 が 適 宜 実 施 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 端 板 部 １ ４ は 、 中 空 円 板 状 の 円 板 部 ３ １ と 、 そ の 円 板 部 ３ １ の 外 周 縁 部 か ら 円 環 状 に 延  
び 、 円 筒 部 １ ３ に 接 合 さ れ る 接 合 端 部 ３ ２ と を 有 し て い る 。 円 板 部 ３ １ に は 、 上 述 し た 複  
数 の 被 締 結 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 接 合 端 部 ３ ２ は 軸 方 向 に 円 環 状 に 延 び 、 そ の 内 周 側  
に は 、 ス テ ー タ コ イ ル の コ イ ル エ ン ド 部 分 が 収 容 さ れ る よ う に な っ て い る 。 接 合 端 部 ３ ２  
が 「 環 状 部 」 に 相 当 す る 。 接 合 端 部 ３ ２ は 、 円 筒 部 １ ３ の 径 方 向 外 周 側 の 端 部 を 構 成 す る  
部 位 で あ り 、 そ の 接 合 端 部 ３ ２ が 、 径 方 向 の 嵌 め 合 い に よ り 円 筒 部 １ ３ に 対 し て 結 合 さ れ  
る 。 図 ３ の 構 成 で は 、 円 筒 部 １ ３ を 径 方 向 外 側 、 端 板 部 １ ４ の 接 合 端 部 ３ ２ を 径 方 向 内 側  
に し て 、 こ れ ら 両 者 が 嵌 め 合 わ さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ の 具 体 的 な 構 成 を 図 ４ に 示 す 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 円 筒 部 １ ３ と 端 板 部 １ ４ と は 、 そ  
の 接 合 部 分 が 径 方 向 に 重 な る よ う に 組 み 合 わ さ れ て い る 。 よ り 詳 し く は 、 円 筒 部 １ ３ と 端  
板 部 １ ４ と は 、 円 筒 部 １ ３ の 内 周 側 に 端 板 部 １ ４ の 接 合 端 部 ３ ２ が 入 り 込 む よ う に し て 相  
互 に 組 み 付 け ら れ て お り （ す な わ ち 、 円 筒 部 １ ３ を 径 方 向 外 側 、 端 板 部 １ ４ を 径 方 向 内 側  
に し て 相 互 に 組 み 付 け ら れ て お り ） 、 そ れ ら 両 者 の 互 い の 接 合 面 が ロ ウ 付 け や 溶 接 に よ り  
接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ の 接 合 は 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ の 外 周 側 及 び 内 周  
側 の 両 方 （ 図 ４ の Ａ １ ， Ａ ２ の 方 向 ） に お い て 、 周 方 向 の 全 周 に わ た っ て 行 わ れ て い る と  
よ い 。 こ れ に よ り 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ の 強 度 向 上 や シ ー ル 性 の 向 上 が 可 能 と な る 。 ま  
た 、 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ の 接 合 部 分 が 、 液 状 ガ ス ケ ッ ト 等 の シ ー ル 材 ３ ３ に よ り 覆  
わ れ て い る と よ い 。 こ れ に よ り 、 仮 に 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ の 接 合 に よ る シ ー ル 性 が  
不 足 し て い て も 、 そ の シ ー ル 性 の 不 足 を 好 適 に 補 う こ と が で き る 。 ま た 、 円 筒 部 １ ３ 及 び  
端 板 部 １ ４ が 互 い に 異 な る 金 属 に よ り 構 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 異 種 金 属 接 触 腐 食 （ ガ ル  
バ ニ ッ ク 腐 食 ） の 発 生 が 懸 念 さ れ る が 、 そ の 接 合 部 分 が シ ー ル 材 ３ ３ に よ り 覆 わ れ て い る  
こ と で 、 異 種 金 属 接 触 腐 食 の 発 生 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ の 構 成 で は 、 円 筒 部 １ ３ の 径 方 向 内 側 に 接 合 さ れ た 端 板 部 １ ４ の 軸 方 向 端 面 （ 詳 し  
く は 、 接 合 端 部 ３ ２ の 軸 方 向 端 面 ） が 、 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ の 軸 方 向 端 面 に 対 向 す る 。 こ れ  
に よ り 、 端 板 部 １ ４ に よ る 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ の 軸 方 向 の 位 置 決 め が 可 能 と な り 、 磁 石 ユ ニ  
ッ ト １ ２ の 軸 方 向 の 位 置 決 め の た め の 治 具 や 設 備 が 不 要 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 円 筒 部 １ ３ と 端 板 部 １ ４ と の 接 合 に 関 し て 、 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に 示 す 構 成 と す  
る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ （ ａ ） で は 、 図 ４ と 同 様 に 、 円 筒 部 １ ３ と 端 板 部 １ ４ と が 、 円 筒 部 １ ３ の 接 合 部 分  
を 径 方 向 外 側 、 端 板 部 １ ４ の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 に し て 相 互 に 組 み 付 け ら れ て い る 。 た  
だ し 、 図 ４ と の 相 違 点 と し て 、 端 板 部 １ ４ の 接 合 端 部 ３ ２ に お い て 円 板 部 ３ １ と は 逆 側 の  
軸 方 向 端 部 に 、 径 方 向 外 側 に 延 び る 環 状 フ ラ ン ジ ３ ２ ａ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 環 状 フ ラ  
ン ジ ３ ２ ａ が 円 筒 部 １ ３ の 径 方 向 内 側 に 入 り 込 む よ う に し て 、 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４  
が 相 互 に 組 み 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ （ ｂ ） で は 、 図 ４ と は 異 な り 、 円 筒 部 １ ３ と 端 板 部 １ ４ と が 、 円 筒 部 １ ３ の 接 合 部  
分 を 径 方 向 内 側 、 端 板 部 １ ４ の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し て 相 互 に 組 み 付 け ら れ て い る 。  
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詳 し く は 、 円 筒 部 １ ３ の 軸 方 向 端 部 に は 、 径 方 向 内 側 に 張 り 出 す よ う に し て 円 環 状 の 環 状  
フ ラ ン ジ １ ６ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 環 状 フ ラ ン ジ １ ６ は 、 円 筒 部 １ ３ よ り も 縮 径 さ れ た  
縮 径 部 １ ６ ａ を 有 し て い る 。 環 状 フ ラ ン ジ １ ６ が 「 張 出 部 」 に 相 当 し 、 縮 径 部 １ ６ ａ が 「  
嵌 合 部 」 に 相 当 す る 。 そ し て 、 縮 径 部 １ ６ ａ の 径 方 向 外 側 に 端 板 部 １ ４ の 接 合 端 部 ３ ２ が  
嵌 め 合 わ さ れ て い る 。 要 す る に 、 円 筒 部 １ ３ と 端 板 部 １ ４ と は 、 円 筒 部 １ ３ の 接 合 部 分 を  
径 方 向 内 側 、 端 板 部 １ ４ の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し て 、 い わ ゆ る イ ン ロ ー 構 造 に よ り 互  
い に 接 合 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ の 同 軸 の 精 度 が 高 め ら れ る  
。 ま た 、 円 筒 部 １ ３ が 径 方 向 内 側 、 端 板 部 １ ４ が 径 方 向 外 側 に な っ て い る こ と で 、 ロ ー タ  
１ ０ の 回 転 時 に お い て 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ を 保 持 す る 円 筒 部 １ ３ に 遠 心 力 が か か る 場 合 に 、  
そ の 遠 心 力 が 、 円 筒 部 １ ３ の 径 方 向 外 側 の 端 板 部 １ ４ に よ り 好 適 に 支 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 環 状 フ ラ ン ジ １ ６ は 、 例 え ば 円 筒 部 １ ３ が 作 製 さ れ た 後 に 、 プ レ ス 加 工 等 に よ り  
成 形 さ れ る と よ い 。 環 状 フ ラ ン ジ １ ６ は 、 円 筒 部 １ ３ に お い て 径 方 向 内 側 に 磁 石 ユ ニ ッ ト  
１ ２ が 固 定 さ れ る 磁 石 固 定 範 囲 よ り も 軸 方 向 外 側 と な る 部 位 に 設 け ら れ て お り 、 環 状 フ ラ  
ン ジ １ ６ が 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ の 軸 方 向 端 面 に 対 向 す る こ と で 、 環 状 フ ラ ン ジ １ ６ に よ る 磁  
石 ユ ニ ッ ト １ ２ の 軸 方 向 の 位 置 決 め が 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ （ ｃ ） で は 、 図 ５ （ ｂ ） と 同 様 に 、 円 筒 部 １ ３ と 端 板 部 １ ４ と が 、 円 筒 部 １ ３ の 接  
合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 端 板 部 １ ４ の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し て 相 互 に 組 み 付 け ら れ て い  
る 。 こ の 構 成 で は 特 に 、 端 板 部 １ ４ の 接 合 端 部 ３ ２ が 、 径 方 向 に 円 筒 部 １ ３ 及 び 磁 石 ユ ニ  
ッ ト １ ２ の 両 方 に 重 な る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 ロ ー タ １ ０ の 回 転 時 に お い て 磁  
石 ユ ニ ッ ト １ ２ の 遠 心 力 が 端 板 部 １ ４ に よ り 好 適 に 支 え ら れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ （ ｄ ） で は 、 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ の 各 接 合 部 分 が 軸 方 向 に 重 ね 合 わ さ れ た 状  
態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 円 筒 部 １ ３ 側 の 環 状 フ ラ ン ジ １ ６ と 、 端 板 部 １  
４ 側 の 環 状 フ ラ ン ジ ３ ２ ａ と が 軸 方 向 に 重 な っ た 状 態 で 、 こ れ ら が ロ ウ 付 け 等 に よ り 互 い  
に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 拡 径 部 １ ５ は 、 円 環 状 の 内 側 フ ラ ン ジ ３ ５ と 外 側 フ ラ ン ジ ３ ６ と を 有 し 、 そ の う  
ち 内 側 フ ラ ン ジ ３ ５ が 円 筒 部 １ ３ に 接 合 さ れ る 接 合 部 分 と な っ て い る 。 図 ３ の 構 成 で は 、  
円 筒 部 １ ３ を 径 方 向 内 側 、 拡 径 部 １ ５ の 内 側 フ ラ ン ジ ３ ５ を 径 方 向 外 側 に し て 、 こ れ ら 両  
者 が 嵌 め 合 わ さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ の 具 体 的 な 構 成 を 図 ６ に 示 す 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 円 筒 部 １ ３ と 拡 径 部 １ ５ と は 、 そ  
の 接 合 部 分 が 径 方 向 に 重 な る よ う に 組 み 合 わ さ れ て い る 。 よ り 詳 し く は 、 円 筒 部 １ ３ と 拡  
径 部 １ ５ と は 、 円 筒 部 １ ３ の 外 周 側 に 拡 径 部 １ ５ の 内 側 フ ラ ン ジ ３ ５ が 嵌 め 合 わ さ れ る よ  
う に し て 相 互 に 組 み 付 け ら れ て お り （ す な わ ち 、 円 筒 部 １ ３ を 径 方 向 内 側 、 拡 径 部 １ ５ を  
径 方 向 外 側 に し て 相 互 に 組 み 付 け ら れ て お り ） 、 そ れ ら 両 者 の 互 い の 接 合 面 が ロ ウ 付 け や  
溶 接 に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 と こ ろ で 、 ロ ー タ １ ０ で は 、 回 転 電 機 の 性 能 や 大 き さ 等 の 仕 様 に 応 じ て 、 回 転 電 機 の 運  
転 時 に 生 じ る 遠 心 力 や 振 動 の 大 き さ が 相 違 す る 。 例 え ば 回 転 電 機 の 想 定 回 転 数 や ロ ー タ １  
０ の 外 径 （ ロ ー タ 径 ） に 応 じ て 、 ロ ー タ １ ０ に 生 じ る 遠 心 力 の 大 き さ が 変 わ り 、 回 転 電 機  
の 想 定 回 転 数 が 高 い ほ ど 、 又 は ロ ー タ 径 が 大 き い ほ ど 、 ロ ー タ １ ０ に 生 じ る 遠 心 力 が 大 き  
く な る 。 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ に お け る 磁 石 量 や 磁 石 の 厚 さ 寸 法 に よ っ て も 遠 心 力 が 変 わ る と  
も 考 え ら れ る 。 ま た 、 例 え ば 回 転 電 機 の 用 途 に 応 じ て 、 ロ ー タ １ ０ の 軸 部 に 生 じ る 振 動 の  
大 き さ が 変 わ り 、 車 両 に お い て 走 行 動 力 源 と し て の 使 用 、 特 に イ ン ホ イ ー ル モ ー タ と し て  
の 使 用 で あ れ ば 振 動 が 大 き く 、 設 置 型 装 置 で の 使 用 で あ れ ば 振 動 が 比 較 的 小 さ い と 考 え ら  
れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 こ の 点 、 本 実 施 形 態 で は 、 回 転 電 機 の 性 能 や 大 き さ 等 の 仕 様 に 応 じ て 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン  
グ １ １ の 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ の 厚 さ 寸 法 が 個 別 に 選 択 で き る 構 成 と な  
っ て い る 。 例 え ば 、 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ と し て 、 各 々 に 最 適 な 厚 さ 寸  
法 と な る も の を 作 製 す る と と も に 、 そ れ ら を 一 体 化 す る こ と で ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ を 作  
製 す る 。 ま た 、 回 転 電 機 の 仕 様 に 応 じ て 、 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ の 材 質  
を 個 別 に 変 更 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ ら 各 部 材 の 材 質 を 、 必 要 に 応 じ て 高 ヤ ン グ 率 、  
高 引 張 強 度 の も の に す る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ７ （ ａ ） に 示 す 構 成 で は 、 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ に つ い て 各 々 の 厚  
さ 寸 法 Ｔ １ ， Ｔ ２ ， Ｔ ３ が 、 「 Ｔ １ ＞ Ｔ ２ ， Ｔ ３ 」 と な っ て い る 。 こ の 場 合 、 円 筒 部 １ ３  
、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ の う ち 円 筒 部 １ ３ の 厚 さ 寸 法 Ｔ １ が 、 他 の 部 位 の 厚 さ 寸 法 Ｔ  
２ ， Ｔ ３ よ り も 大 き く な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 回 転 電 機 に お い て ロ ー タ １ ０ の 遠  
心 力 に 対 す る 強 度 要 求 が 高 い 場 合 に 好 適 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す 構 成 で は 、 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ に つ い て 各  
々 の 厚 さ 寸 法 Ｔ １ ， Ｔ ２ ， Ｔ ３ が 、 「 Ｔ １ ＜ Ｔ ２ ， Ｔ ３ 」 と な っ て い る 。 こ の 場 合 、 円 筒  
部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ の う ち 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ の 厚 さ 寸 法 Ｔ ２ ， Ｔ  
３ が 円 筒 部 １ ３ の 厚 さ 寸 法 Ｔ １ よ り も 大 き く な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 回 転 電 機 に  
お い て シ ャ フ ト 周 り に 生 じ る 振 動 が 大 き い 場 合 に 好 適 に 対 応 で き る 。 な お 、 図 ７ （ ａ ） ，  
（ ｂ ） に お い て 、 厚 さ 寸 法 Ｔ ２ ， Ｔ ３ は 、 同 じ で あ っ て も 相 違 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ロ ー タ １ ０ の 製 造 時 に は 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ の 構 成 部 材 で あ る 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部  
１ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ を そ れ ぞ れ 予 め 作 製 し て お き 、 こ れ ら 各 部 材 を 、 ロ ウ 付 け や 溶 接 等 の  
接 合 手 段 に よ り 接 合 す る 。 こ の 場 合 、 必 要 に 応 じ て 各 部 材 ど う し の 接 合 箇 所 に シ ー ル 材 ３  
３ に よ る シ ー ル を 実 施 す る 。 こ こ で 、 回 転 電 機 の 仕 様 に 応 じ て 、 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４  
及 び 拡 径 部 １ ５ の 材 質 や 厚 み 寸 法 が 適 正 な 組 み 合 わ せ パ タ ー ン で 設 定 さ れ 、 そ の 上 で こ れ  
ら 各 部 材 が 互 い に 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ の 後 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に 対 し て 、 接 着 剤 等 に よ り 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ を 組 み 付 け  
る 。 こ れ に よ り 、 図 １ ， 図 ２ に 示 す ロ ー タ １ ０ が 完 成 す る 。 ロ ー タ １ ０ の 完 成 後 に お い て  
、 シ ャ フ ト ２ １ の 固 定 、 不 図 示 の ス テ ー タ と の 一 体 化 、 閉 鎖 板 ２ ５ の 固 定 等 が 行 わ れ る 。  
な お 、 ロ ー タ １ ０ に お い て 、 端 板 部 １ ４ の 内 周 側 、 及 び 拡 径 部 １ ５ の 内 周 側 に は 、 ス テ ー  
タ コ イ ル の コ イ ル エ ン ド 部 分 が そ れ ぞ れ 収 容 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 詳 述 し た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 優 れ た 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ロ ー タ １ ０ に お い て 、 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ を 保 持 す る 円 筒 部 １ ３ と 、 シ ャ フ ト ２ １ が 固 定  
さ れ る 端 板 部 １ ４ と は 一 体 物 と し て 設 け ら れ る が 、 回 転 電 機 の 性 能 要 求 や 用 途 等 が 相 違 す  
る と 、 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ に 求 め ら れ る 性 能 が 異 な る も の と な る 。 こ の 点 、 円 筒 部  
１ ３ と 端 板 部 １ ４ と を そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 し 、 互 い に 接 合 す る こ と で 一 体 化 す る も の と し  
た た め 、 回 転 電 機 の 性 能 要 求 や 用 途 等 に 応 じ た バ リ エ ー シ ョ ン 対 応 が 容 易 と な る 。 そ の 結  
果 、 様 々 な 要 求 に 応 じ て 好 適 に 対 応 す る こ と が 可 能 な ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ を 実 現 で き る  
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 円 筒 部 １ ３ は 磁 石 を 保 持 す る 磁 石 保 持 部 で あ り 、 端 板 部 １ ４ は ス テ ー タ コ イ ル の  
コ イ ル エ ン ド 部 分 を 収 容 す る コ イ ル エ ン ド 収 容 部 で あ る 。 そ の た め 、 上 記 構 成 は 、 ロ ー タ  
ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 、 磁 石 保 持 部 と コ イ ル エ ン ド 収 容 部 と を そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 し 、  
互 い に 接 合 す る こ と で 一 体 化 し た 構 成 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ を 、 円 筒 部 １ ３ 側 の 接 合 部 分 と 端 板 部 １ ４ 側 の 接 合 部 分 と が  
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径 方 向 に 互 い に 嵌 め 合 わ さ れ た 状 態 で 一 体 化 す る 構 成 と し た 。 こ の 場 合 、 円 筒 部 １ ３ 及 び  
端 板 部 １ ４ に つ い て 互 い の 同 軸 の 精 度 が 高 め ら れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ を 、 円 筒 部 １ ３ 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 、 端 板 部 １ ４ 側 の  
接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 す る よ う に し た （ 図 ４ ， 図 ５ （ ａ ） ） 。 こ  
の 場 合 、 円 筒 部 １ ３ の 径 方 向 内 側 に 接 合 さ れ た 端 板 部 １ ４ の 軸 方 向 端 面 が 、 磁 石 ユ ニ ッ ト  
１ ２ の 軸 方 向 端 面 に 対 向 す る 。 こ れ に よ り 、 端 板 部 １ ４ に よ る 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ の 軸 方 向  
の 位 置 決 め が 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ を 、 円 筒 部 １ ３ 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 端 板 部 １ ４ 側 の  
接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 し た た め （ 図 ５ （ ｂ ） ， （ ｃ ） ） 、 ロ ー タ  
１ ０ の 回 転 時 に お い て 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ を 保 持 す る 円 筒 部 １ ３ に 遠 心 力 が か か る 場 合 に 、  
そ の 遠 心 力 を 、 円 筒 部 １ ３ の 径 方 向 外 側 の 端 板 部 １ ４ に よ り 好 適 に 支 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ を 、 円 筒 部 １ ３ 側 の 接 合 部 分 で あ る 縮 径 部 １ ６ ａ （ 嵌 合 部 ）  
を 径 方 向 内 側 、 端 板 部 １ ４ 側 の 接 合 部 分 で あ る 接 合 端 部 ３ ２ （ 環 状 部 ） を 径 方 向 外 側 と し  
て 嵌 め 合 わ せ る 構 成 と し た （ 図 ５ （ ｂ ） ） 。 こ れ に よ り 、 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ の 同  
軸 の 精 度 が 一 層 高 め ら れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 端 板 部 １ ４ の 接 合 部 分 を 、 径 方 向 に お い て 円 筒 部 １ ３ 側 の 接 合 部 分 に 重 ね る と と も に 、  
円 筒 部 １ ３ の 内 周 側 で 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ に も 重 ね る 構 成 と し た （ 図 ５ （ ｃ ） ） 。 こ れ に よ  
り 、 ロ ー タ 回 転 時 に お い て 磁 石 ユ ニ ッ ト １ ２ の 遠 心 力 が 端 板 部 １ ４ に よ り 好 適 に 支 え ら れ  
る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 、 磁 気 回 路 と し て 必 要 な 円 筒 部 １ ３ を 磁 性 体 と し 、 端 板  
部 １ ４ を 軽 量 な 非 磁 性 体 （ 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム ） と す る こ と で 、 ロ ー タ 機 能 を 確 保 し つ つ  
軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 円 筒 部 １ ３ に お い て 端 板 部 １ ４ と は 軸 方 向 逆 側 の 端 部 に 、 磁 石 配 置 領 域 よ り も 軸 方 向 外  
側 に 延 び る 筒 状 延 出 部 と し て 拡 径 部 １ ５ が 設 け ら れ た ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 、 円  
筒 部 １ ３ と 拡 径 部 １ ５ と を そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 し 、 そ れ ら を 互 い に 接 合 す る 構 成 と し た 。  
こ れ に よ り 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 、 端 板 部 １ ４ と は 軸 方 向 逆 側 の 端 部 に 取 り 付  
け ら れ る 部 品 の 形 態 が 適 宜 変 更 さ れ て も 、 そ の 変 更 に 好 適 に 対 応 で き る も の と な っ て い る  
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 円 筒 部 １ ３ と 端 板 部 １ ４ と が 個 別 に 作 製 さ れ る 構 成 で は  
、 こ れ ら 円 筒 部 １ ３ 及 び 端 板 部 １ ４ の そ れ ぞ れ の 厚 さ 寸 法 を 容 易 に 相 違 さ せ る こ と が で き  
る 。 こ こ で 、 円 筒 部 １ ３ の 厚 さ 寸 法 を 端 板 部 １ ４ の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く す る こ と で 、 回  
転 電 機 に お い て 例 え ば ロ ー タ １ ０ の 遠 心 力 に 対 す る 強 度 要 求 が 高 い 場 合 に 好 適 に 対 応 で き  
る 。 ま た 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 必 要 箇 所 だ け で 厚 さ 寸 法 を 大 き く し て い る た め  
、 ロ ー タ １ ０ と し て の 大 型 化 や 重 量 増 加 を 抑 制 で き る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ に お い て 、 端 板 部 １ ４ の 厚 さ 寸 法 を 円 筒 部 １ ３ の 厚 さ 寸 法 よ り も  
大 き く す る こ と で 、 回 転 電 機 に お い て 例 え ば シ ャ フ ト 周 り に 生 じ る 振 動 が 大 き い 場 合 に 好  
適 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ 変 形 例 ）
　 ・ 図 ８ に 示 す よ う に 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ の 端 板 部 １ ４ が 、 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 に  
延 び る 円 板 部 ３ １ と 、 円 板 部 ３ １ の 径 方 向 中 心 側 に 設 け ら れ た シ ャ フ ト 固 定 部 ４ １ と を 有  
し 、 こ れ ら 円 板 部 ３ １ と シ ャ フ ト 固 定 部 ４ １ と が 互 い に 接 合 さ れ る も の と な っ て い て も よ  
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い 。 シ ャ フ ト 固 定 部 ４ １ に は 、 ナ ッ ト （ ウ ェ ル ド ナ ッ ト ） よ り な る 複 数 の 被 締 結 部 ２ ４ が  
設 け ら れ て い る と よ い 。 円 板 部 ３ １ と シ ャ フ ト 固 定 部 ４ １ と は 、 そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ  
、 互 い に 接 合 さ れ る こ と で 一 体 化 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 端 板 部 １ ４ に 固 定 さ れ る シ ャ フ  
ト ２ １ の 形 態 が 適 宜 変 更 さ れ て も 、 そ の 変 更 に 好 適 に 対 応 で き る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ・ ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ の 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ に お い て 、 各 々 の 強  
度 要 求 に 応 じ て 、 個 別 に 補 強 構 造 を 有 す る 構 成 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン  
グ １ １ の 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ に お い て 、 径 方 向 に 屈 曲 さ れ た 角 部 （ 屈  
曲 部 ） を 有 す る 構 成 で は 、 そ の 角 部 で の 応 力 集 中 が 懸 念 さ れ る 。 こ の 点 を 考 慮 し 、 円 筒 部  
１ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ に お け る 角 部 の 強 度 を 高 め る た め の 補 強 処 置 が 施 さ れ て  
い る と よ い 。 例 え ば 、 各 部 材 の 角 部 に お い て 、 曲 げ な ど に よ る 加 工 硬 化 処 理 が 適 宜 施 さ れ  
て い る と よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 円 筒 部 １ ３ 、 端 板 部 １ ４ 及 び 拡 径 部 １ ５ の 角 部 に 補 強 リ ブ が 設 け ら れ て も よ い 。  
具 体 的 に は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 端 板 部 １ ４ に お い て 円 板 部 ３ １ と 接 合 端 部 ３ ２ と を 繋 ぐ  
よ う に し て リ ブ ４ ２ が 設 け ら れ て い る と よ い 。 こ の リ ブ ４ ２ は 、 例 え ば 端 板 部 １ ４ の 鋳 造  
成 形 時 に 形 成 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ・ 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 ロ ー タ １ ０ と し て 表 面 磁 石 型 ロ ー タ を 用 い た が 、 こ れ に 代 え て  
、 埋 込 磁 石 型 ロ ー タ を 用 い る 構 成 と し て も よ い 。 埋 込 磁 石 型 ロ ー タ の 場 合 、 ロ ー タ コ ア と  
、 そ の ロ ー タ コ ア に 埋 設 さ れ た 複 数 の 磁 石 と か ら な る 磁 石 ユ ニ ッ ト が ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ に  
組 み 付 け ら れ る 構 成 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ・ 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 回 転 電 機 を ア ウ タ ロ ー タ 構 造 の も の と し た が 、 こ れ を 変 更 し 、  
イ ン ナ ロ ー タ 構 造 の 回 転 電 機 で あ っ て も よ い 。 イ ン ナ ロ ー タ 構 造 の 回 転 電 機 で は 、 ス テ ー  
タ が 径 方 向 外 側 に 設 け ら れ 、 ロ ー タ が 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ る 。 か か る 場 合 に も 、 上 記 同  
様 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ に お い て 、 円 筒 部 及 び 端 板 部 が 、 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側  
、 端 板 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る と よ い 。 又 は 、 円  
筒 部 及 び 端 板 部 が 、 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 、 端 板 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側  
に し た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の 明 細 書 に お け る 開 示 は 、 例 示 さ れ た 実 施 形 態 に 制 限 さ れ な い 。 開 示 は 、 例 示 さ れ た  
実 施 形 態 と 、 そ れ ら に 基 づ く 当 業 者 に よ る 変 形 態 様 を 包 含 す る 。 例 え ば 、 開 示 は 、 実 施 形  
態 に お い て 示 さ れ た 部 品 お よ び ／ ま た は 要 素 の 組 み 合 わ せ に 限 定 さ れ な い 。 開 示 は 、 多 様  
な 組 み 合 わ せ に よ っ て 実 施 可 能 で あ る 。 開 示 は 、 実 施 形 態 に 追 加 可 能 な 追 加 的 な 部 分 を も  
つ こ と が で き る 。 開 示 は 、 実 施 形 態 の 部 品 お よ び ／ ま た は 要 素 が 省 略 さ れ た も の を 包 含 す  
る 。 開 示 は 、 ひ と つ の 実 施 形 態 と 他 の 実 施 形 態 と の 間 に お け る 部 品 お よ び ／ ま た は 要 素 の  
置 き 換 え 、 ま た は 組 み 合 わ せ を 包 含 す る 。 開 示 さ れ る 技 術 的 範 囲 は 、 実 施 形 態 の 記 載 に 限  
定 さ れ な い 。 開 示 さ れ る い く つ か の 技 術 的 範 囲 は 、 請 求 の 範 囲 の 記 載 に よ っ て 示 さ れ 、 さ  
ら に 請 求 の 範 囲 の 記 載 と 均 等 の 意 味 及 び 範 囲 内 で の 全 て の 変 更 を 含 む も の と 解 さ れ る べ き  
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 か ら 抽 出 さ れ る 技 術 思 想 を 以 下 に 記 載 す る 。
［ 構 成 １ ］
　 回 転 電 機 の ロ ー タ （ １ ０ ） に 用 い ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ） で あ っ て 、
　 円 筒 状 を な し 、 前 記 ロ ー タ の 磁 石 （ １ ２ ） を 保 持 す る 円 筒 部 （ １ ３ ） と 、
　 前 記 円 筒 部 の 軸 方 向 端 部 に 接 合 さ れ 、 回 転 軸 で あ る シ ャ フ ト （ ２ １ ） が 固 定 さ れ る 端 板  
部 （ １ ４ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と で 一 体 化  
さ れ て い る 、 ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
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［ 構 成 ２ ］
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 と 前 記 端 板 部 側 の 接 合 部 分 と が  
径 方 向 に 互 い に 嵌 め 合 わ さ れ た 状 態 で 一 体 化 さ れ て い る 、 構 成 １ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン  
グ 。
［ 構 成 ３ ］
　 前 記 円 筒 部 の 径 方 向 内 側 に 前 記 磁 石 が 取 り 付 け ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 、 前 記 端 板 部 側 の  
接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 、 構 成 ２ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ  
ン グ 。
［ 構 成 ４ ］
　 前 記 円 筒 部 の 径 方 向 内 側 に 前 記 磁 石 が 取 り 付 け ら れ る ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 前 記 端 板 部 側 の  
接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 、 構 成 ２ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ  
ン グ 。
［ 構 成 ５ ］
　 前 記 端 板 部 は 、 軸 方 向 に 延 び る 円 環 状 の 環 状 部 （ ３ ２ ） を 有 し 、
　 前 記 円 筒 部 は 、 そ の 軸 方 向 端 部 に 、 径 方 向 内 側 に 張 り 出 す 張 出 部 （ １ ６ ） を 有 し 、 そ の  
張 出 部 の 径 方 向 端 部 に 、 軸 方 向 に 延 び る 円 環 状 の 嵌 合 部 （ １ ６ ａ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 は 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 で あ る 前 記 嵌 合 部 を 径 方 向 内 側  
、 前 記 端 板 部 側 の 接 合 部 分 で あ る 前 記 環 状 部 を 径 方 向 外 側 と し て 嵌 め 合 わ さ れ て い る 、 構  
成 ４ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
［ 構 成 ６ ］
　 前 記 円 筒 部 及 び 前 記 端 板 部 が 、 前 記 円 筒 部 側 の 接 合 部 分 を 径 方 向 内 側 、 前 記 端 板 部 側 の  
接 合 部 分 を 径 方 向 外 側 に し て 互 い に 重 な っ た 状 態 に お い て 、 前 記 端 板 部 が 、 径 方 向 に 前 記  
円 筒 部 と 前 記 磁 石 と に 重 な る よ う に な っ て い る 、 構 成 ４ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
［ 構 成 ７ ］
　 前 記 円 筒 部 は 磁 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、
　 前 記 端 板 部 は 、 非 磁 性 で あ り か つ 前 記 円 筒 部 よ り も 軽 量 な 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 、  
構 成 １ ～ ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
［ 構 成 ８ ］
　 前 記 円 筒 部 に お い て 前 記 端 板 部 と は 軸 方 向 逆 側 の 端 部 に 、 前 記 磁 石 の 配 置 領 域 よ り も 軸  
方 向 外 側 に 延 び る 筒 状 延 出 部 （ １ ５ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 筒 状 延 出 部 と が そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と で 一  
体 化 さ れ て い る 、 構 成 １ ～ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
［ 構 成 ９ ］
　 前 記 端 板 部 は 、 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 延 び る 円 板 部 （ ３ １ ） と 、 前 記 円 板 部 の 径 方 向  
中 心 側 に 設 け ら れ 、 前 記 シ ャ フ ト を 固 定 す る シ ャ フ ト 固 定 部 （ ４ １ ） と 、 を 有 し 、
　 前 記 円 板 部 と 前 記 シ ャ フ ト 固 定 部 と が そ れ ぞ れ 別 体 で 形 成 さ れ 、 互 い に 接 合 さ れ る こ と  
で 一 体 化 さ れ て い る 、 構 成 １ ～ ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 。
［ 構 成 １ ０ ］
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は 厚 さ 寸 法 が 互 い に 異 な っ て お り 、 前 記 円 筒 部 の 厚 さ 寸 法 が  
、 前 記 端 板 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き い 、 構 成 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ  
ン グ 。
［ 構 成 １ １ ］
　 前 記 円 筒 部 と 前 記 端 板 部 と は 厚 さ 寸 法 が 互 い に 異 な っ て お り 、 前 記 端 板 部 の 厚 さ 寸 法 が  
、 前 記 円 筒 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き い 、 構 成 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ロ ー タ ハ ウ ジ  
ン グ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ ０ … ロ ー タ 、 １ １ … ロ ー タ ハ ウ ジ ン グ 、 １ ２ … 磁 石 ユ ニ ッ ト 、 １ ３ … 円 筒 部 、 １ ４ …  
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端 板 部 、 ２ １ … シ ャ フ ト 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-169738 A 2023.11.30(15)

【 図 ９ 】
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